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クリスマスソングの賑やかさとともに、今年も歳末を迎えていますが、いかがお

過ごしでしょうか。法学類月報第 37 号では、法科大学院の三浦久德先生のエッセ

イ、「現代政治コンペ 2016」受賞のニュース、国際私法・国際取引法の 

合同ゼミのレポートをお届けします。皆様、良いお年をお迎えください。 

 

 

  ◆◆教員エッセイ◆◆   第 4回 三浦久德先生 （法務研究科 労働法・倒産法） 

法務研究科の実務家教員として、日夜弁護士業務にいそしみながら、ロースクール

で労働法、倒産法(破産法・民事再生法)の講義を担当しております。 

学生の皆さんでは、弁護士は訴訟や調停など裁判活動をする職業だというイメージ

が強いと思いますが、実際には、地方公共団体の各種委員(労働委員、収用委員など)

や、裁判所の調停委員、民間企業の社外取締役・監査役、医療機関の倫理審査委員な

ど、活躍できる場面は非常に幅広いです。 

また、金沢弁護士会には多くの委員会があり、例えば、こどもの権利委員会では小

学校でのいじめ防止授業を行ったり、法教育委員会では「高校生模擬裁判選手権」の

支援を行ったりなどの活動もしており、活発な委員会活動がなされています。 

弁護士という職業が、以前と比較して収入面で魅力が少なくなっているという指摘

もなされていますが、金沢では生活に困っているというような話は聞きませんし、自

分の価値観に基づいて、比較的自由に、社会で求められている活動を行うことができ

ますので、職業としての魅力は相当に高いのではないかと思います。 

司法試験も以前のように合格率が３％以下というような状況ではありませんので、

学生の皆さんにも目指すべき職業の一つとして考えてもらえればと思います。 

         

 

   「現代政治コンペ2016」優秀賞受賞

 私の所属する投票行

動論ゼミは、日本地方政

治学会・日本地域政治学

会主催の「現代政治コンペ2016」において、

優秀賞をいただきました。テーマは「１８歳選挙

権と民主主義：若者の政治参加に向けて」でした。 

 日本の若者には、政治的有効性感覚が低い

という特徴があります。私たちは、この意識

を改革すべく、

スウェーデン

の生徒会組織

を参考にした

主権者教育の

導入を提案し



 

●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、金沢大学法学類 Web サイトに掲載していますのでご覧く

ださい。 (http://law.w3.kanazawa-u.ac.jp//category/brochure/geppo) 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部 

学生課 法･経済学務係 (n-hkgaku@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 

ました。 

 わずか１０分の発表でしたが、１か月前か

ら毎日のように話し合いを重ねました。ゼミ

生全員が、長い時間をかけて、主権者教育と

じっくり向き合ったからこそ、受賞の喜びは

とても大きなものとなりました。また、議論

が行き詰まる度に、アドバイスを下さった岡

田教授や先輩方には、本当に感謝しています。

ありがとうございました。 

 政策については、主権者教育を段階的に進

めていくことで、政治参加に抵抗の強い若者

が、少しでも政治を身近に感じることができ

るよう工夫しました。 

 最後に講評で、「政策を提言して終わりで

はなく、政策実現を目指して、自分たちので

きることを見つけて欲しい。」とのお話があり

ました。今後もゼミとしての活動は続きます

が、その中で、少しでも若者の政治参加促進

に向けて「行動」することを目指したいと思

います。

 

   国際私法・国際取引法ゼミ 九州大学との合同ゼミ開催 

 国際私法・国際取引法ゼミは、10 月 28 日から 31 日の 4 日間にわたって九州

に赴き、九州大学法学部国際私法ゼミとの合同ゼミを開きました。夏季休暇前か

ら互いの大学で連絡を取り合い、準備を進めつつ、大学混合グループによる研究報告と大学対抗

の事例討論会を行いました。 

 大学混合グループによる研究報告では、当事者自治、離婚に伴う財産分与、離婚の国際裁判管

轄、著作権侵害の4 グループが、それぞれに発表しました。大学対抗事例討論会では、家族法分

野と取引法分野の問題を解き、討論を繰り広げました。両大学ともほぼ同じアプローチであった

ため、わずかな差異をとことん追求する形となりましたが、白熱した討論の末、最終的には金大

チームが昨年に続き 2 連覇を達成することができました。 

 その後の九州観光では、池山水源、鍋ケ滝を回り、金沢

とはまったく趣の違った豊かな自然を満喫しました。黒川

温泉と杖立温泉で前日までの疲れを癒し、九大生と親睦を

深めることもできました。みんなで食べたもつ鍋も大変お

いしく、合同ゼミを終えるころにはすっかり打ち解け、ニッ

クネームで呼び合う仲になりました。 

 普段のゼミでは得られない貴重な経験をすることができ、

参加して本当によかったと思います。学生が中心となって企画運営する大

変さや他大学と協力する難しさはありましたが、大きな達成感が得られま

した。この経験を、今後もいろいろな場面で活かしていきたいと思います。 

法学類4 年生（国際私法・国際取引法ゼミ）新谷麻姫 

 

 

 

 

法学類３年生（投票行動論ゼミ）岩木楓馬 
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